
平
成
元
年
の
「
週
刊

い
い
だ
」
に
連
載
さ
れ

た
原
彰
一
執
筆
の
「
仙

峡
閣
物
語
」（
７
・
２０
付
）

に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
一

年
、
前
回
の
中
村
不
折

に
続
い
て
、
池
上
秀
畝

・
石
井
柏
亭
等
の
著
名

画
伯
が
天
龍
峡
の
仙
峡

閣
に
来
泊
し
た
と
い

う
。そ
の
後
も
、尾
上
柴

舟
や
丹
羽
文
雄
と
い
っ

た
著
名
書
家
や
作
家
の

来
峡
が
続
き
、
昭
和
十

五
年
に
は
日
本
画
家
川

合
玉
堂
が
来
遊
し
た
。

川
合
玉
堂
（
芳
三
郎

・
一
八
七
三
〜
一
九
五

七
）
は
、
京
都
四
条
派

に
学
び
、
次
い
で
橋
本

雅
邦
に
師
事
し
て
、
個

性
的
な
新
境
地
を
開
い

た
近
代
日
本
画
の
大
家

で
あ
る
。
日
本
的
な
詩

情
あ
ふ
れ
る
世
界
を
描

き
、
昭
和
十
五
年
、
文

化
勲
章
を
受
章
し
た
。

こ
の
間
に
東
京
美
術
学

校
教
授
・
帝
室
技
芸
員

・
帝
国
美
術
院
会
員
等

を
歴
任
し
た
。

そ
の
玉
堂
が
、
全
通

し
て
間
も
な
い
三
信
鉄

道
（
現
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
）

に
乗
り
、
豊
橋
を
経
て

親
子
で
来
峡
し
た
の

は
、
同
十
五
年
春
で
あ

る
。
こ
の
時
の
様
子

は
、
竹
村
浪
の
人
が
発

行
し
た
月
刊
紙
「
観
光

の
飯
田
」
６０
号
（
昭
和

４７
・
７
・
２０
付
）
に
詳

し
い
。

＊

仙
峡
閣
に
到
着
し
た

玉
堂
は
、
茶
を
喫
し
終

え
る
と
、
す
ぐ
に
眼
下

の
仙
牀
盤
か
ら
舟
に
乗

り
、
磨
崖
碑
十
勝
を
め

ぐ
っ
た
。

案
内
し
た
の
は
、
羽

織
袴
に
威
儀
を
正
し
た

宿
の
主
人
原
貞
造
で
あ

る
。
す
る
と
玉
堂
は
、

日
下
部
鳴
鶴
が
命
名
し

た
詩
名
も
お
も
し
ろ
い

が
、
土
地
の
人
が
そ
れ

以
前
に
呼
び
な
ら
わ
し

た
名
も
素
朴
で
よ
い
か

ら
、
両
方
話
し
て
欲
し

い
と
要
望
し
た
。

そ
こ
で
主
人
は
、「
垂

竿
磯
」
は
「
さ
ぶ
り
」、

「
帰
鷹
崖
」
は
「
鷹
待

岩
」、「
浴
鶴
岩
」は「
つ

る
し
ね
」、「
炯
々
潭
」

は
「
て
ら
が
淵
」
…
…

と
、
上
流
か
ら
順
に
元

の
名
も
添
え
て
話
す

と
、
玉
堂
は
た
い
そ
う

喜
ん
だ
。

ま
た
、「
仙
牀
盤
」（
千

畳
敷
）
で
は
、
大
正
二

年
、
海
軍
の
伊
東
祐
亨

元
帥
と
上
村
彦
之
丞
大

将
が
こ
こ
で
小
休
止
し

た
こ
と
を
話
す
と
、
自

身
も
舟
を
下
り
て
三
人

で
写
真
を
撮
っ
た
。
写

真
は
、
中
央
の
玉
堂
を

挟
ん
で
、
右
が
令
息
の

川
合
修
二
（
洋
画
家
）、

左
が
宿
の
主
人
、
原
貞

造
で
あ
る
。＊

滞
在
中
、
玉
堂
は
次

の
よ
う
な
短
歌
を
詠
ん

だ
。二

百
ま
り
隧
道
く
ぐ

り
む
さ
さ
び
の
お
ば

し
ま
か
じ
る
宿
に
寝

し
か
な

当
時
、
飯
田
線
の
ト

ン
ネ
ル
は
一
七
三
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で

は
歌
調
を
整
え
二
百
あ

ま
り
と
詠
ん
で
い
る
。

後
に
主
人
自
慢
の
一

軸
と
な
っ
た
こ
の
書
の

箱
書
が
、
如
実
に
そ
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。

今
年
五
月
、
豊
橋
よ

り
三
信
鉄
道
に
乗
り

て
天
龍
峡
に
遊
び
仙

峡
閣
に
投
ず
。
そ
の

夜
、
月
明
ら
か
に
む

さ
さ
び
し
き
り
に
鳴

く
。
翌
欄
干
に
物
の

囓
り
た
る
痕
あ
り
。

む
さ
さ
び
な
り
と
」

＊

こ
れ
以
後
、
仙
峡
閣

は「
む
さ
さ
び
の
宿
」と

呼
ば
れ
た
。

他
の
一
首
で
あ
る
。

き
そ
ひ
鳴
く
小
鳥
の

声
に
明
く
る
か
な
む

さ
さ
び
夜
半
に
さ
け

び
し
谷
も

主
人
の
談
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
天
龍
峡
に

は
、
鶯
・
目
白
・
時
鳥

・
郭
公
・
筒
鳥
・
大
瑠

璃
等
、
四
季
折
々
に
五

十
種
以
上
の
野
鳥
の
声

が
聞
か
れ
た
と
い
う
。

夏
に
は
三
光
鳥
も
飛
来

し
、「
月
日
星
ほ
い
ほ

い
」と
鳴
い
た
と
い
う
。

仙
峡
閣
は
全
部
で
十

三
部
屋
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
中
で
も
最
高
の
部

屋
は
、
玉
堂
や
不
折
が

泊
ま
っ
た
「
錦
の
間
」

だ
っ
た
。
老
画
伯
は
こ

こ
で
何
を
思
い
、
ど
ん

な
画
を
描
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

玉
堂
の
没
後
、
子
息

修
二
か
ら
、
玉
堂
遺
愛

の
菊
花
石
と
写
生
帳
が

仙
峡
閣
主
人
に
届
い
た

と
い
う
。
玉
堂
父
子
に

と
っ
て
、
天
龍
峡
と
仙

峡
閣
が
よ
ほ
ど
印
象
深

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
故
人
敬
称
略
）
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�
�
�
�
�
	


��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



鎌

倉

貞

男


